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チャレンジ・サザンセト！活力みなぎる農林水産業の創造 

柳井市のボランティアグループ「Seeds（シーズ）」 
令和４年緑化推進運動功労者 

内閣総理大臣表彰を受賞！ 
本表彰は、緑化活動の推進に顕著な功績のあった個人や団体が表彰されるもので、令和 4

年5月16日、山口県柳井総合庁舎において表彰状及び表彰楯の伝達式が行われました。 

 Seeds は、地域活性化を目的として平成 14 年に結成され、柳井市日積地区を拠点に地域

の豊かな自然を活用した里山再生活動や自然体験学習に取り組んでいます。 

自然体験学習の拠点「お山の学校」では、子供たちが自然の中でのびのびと遊びまわれる

よう地元住民や子供たちと共に竹林整備や広葉樹の植栽といった里山再生活動に取り組む

とともに、親子を対象とした自然観察会、木工教室、炭焼き体験の実施を通じて、地域や世

代を超えた交流を図っています。 

 Seedsの西本会長は、「今後も地域にあるものを活用して、新たな地域づくりにつなげてい

きたい」と目標を語られました。 

伝達式での記念撮影 

 

 

前列「Seeds」のみなさん 

右から上山渉外部長 

宮本企画部長 

西本会長 

山重事業部長 
 

伐採跡地へコナラやヤマザクラの苗木を植栽 

  

里山の整備作業 不要な雑木の伐採 
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柳
井
・
大
島
地
域
で
、
山
口
県
産
農

林
水
産
物
を
積
極
的
に
取
り
扱
っ
て

い
る
お
店
を
紹
介
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
を
発
行
し
ま
し
た
。 

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
お
店
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。 

 ・
や
ま
ぐ
ち
食
彩
店 

山
口
県
産
農
林
水
産
物
等
を
食

材
と
し
て
利
用
す
る
飲
食
店
、
ホ
テ

ル
、
旅
館
な
ど 

 
 

 

２８
店
舗 

・
販
売
協
力
店 

山
口
県
産
農
林
水
産
物
の
販
売

に
取
り
組
む
量
販
店 

 

１１
店
舗 

・
販
売
協
力
専
門
店 

山
口
県
産
農
林
水
産
物
の
販
売

に
取
り
組
む
小
売
店 

 

１４
店
舗 

・
JA
山
口
県
が
運
営
す
る
直
売
所 

4
店
舗 

・
農
山
漁
村
女
性
起
業
家
の
店 

農
山
漁
村
女
性
が
暮
ら
し
の
中

で
培
っ
て
き
た
知
恵
、
技
、
地
域

の
産
物
を
活
用
し
た
商
品
「
や
ま

ぐ
ち
農
山
漁
村
女
性
起
業
統
一
ブ

ラ
ン
ド
」（
愛
称
：
や
ま
み
ち
ゃ
ん
）

を
製
造
す
る
女
性
起
業
家
の
店        

 
 

 
 

 

3
店
舗 

・
や
ま
み
ち
ゃ
ん
応
援
店 

や
ま
み
ち
ゃ
ん
ブ
ラ
ン
ド
品
を

多
く
扱
う
お
店 

 
 

 

8
店
舗 

 各
店
舗
の
情
報
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
カ
メ
ラ
機
能
を
使
っ
て
、
左
記
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
こ
と
で
、
閲

覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

多
く
の
消
費
者
の
皆
様
に
ご
利
用

い
た
だ
き
、
地
産
・
地
消
に
つ
な
が
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

                     

    

学
校
給
食
現
場
で
は
、
地
元
関
係
機

関
と
の
連
携
や
、
栄
養
教
諭
・
学
校
栄

養
職
員
の
献
立
の
工
夫
等
に
よ
り
、
地

場
産
食
材
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る

努
力
を
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
た
び
、
学
校
栄
養
教
諭
等
12

名
が
、
食
育
授
業
の
充
実
を
目
的
に
、

農
産
物
が
栽
培
か
ら
加
工
を
経
て
給

食
に
提
供
さ
れ
る
ま
で
の
過
程
を
学

ぶ
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

学
校
給
食
で
は
県
産
小
麦
で
作
ら

れ
た
パ
ン
や
県
産
大
豆
で
作
ら
れ
た

豆
腐
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
回
は
、
原
材
料
と
な
る
小
麦
と
大
豆

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。 

ま
ず
、
柳
井
市
の
（
農
）
ウ
エ
ス
ト
・

い
か
ち
（
藤
本
幸
一
組
合
長
）
の
大
豆

圃
場
を
訪
問
し
、
栽
培
状
況
の
見
学
や

栽
培
時
の
工
夫
な
ど
を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
児
童
、
生
徒
の
視
聴
用

教
材
と
し
て
活
用
す
る
た
め
、
大
豆
畑

の
様
子
に
つ
い
て
動
画
撮
影
も
行
い

ま
し
た
。 

ま
た
、
Ｊ
Ａ
や
県
の
担
当
者
か
ら
柳

井
地
域
の
麦
・
大
豆
の
栽
培
状
況
や
品

種
の
特
性
、
栽
培
か
ら
出
荷
ま
で
の
流

れ
、
給
食
食
材
と
し
て
の
開
発
の
工
夫

等
に
つ
い
て
情
報
収
集
し
ま
し
た
。 

参
加
し
た
学
校
栄
養
教
諭
か
ら
は

「
身
近
な
と
こ
ろ
で
栽
培
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
地
域

の
農
業
者
が
一
生
懸
命
栽
培
し
て
い

る
こ
と
、
県
産
食
材
が
い
た
だ
け
る
こ

と
の
有
難
さ
を
子
供
た
ち
に
し
っ
か

り
伝
え
て
い
き
た
い
。」
と
い
う
感
想

が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

子
供
た
ち
が
、
学
校
給
食
を
通
し
て
、

地
域
の
農
業
と
食
べ
物
の
関
連
へ
の

理
解
が
深
ま
り
、
地
産
・
地
消
の
意
識

が
育
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。 

                   

学
校
栄
養
教
諭
が
大
豆
・
麦
の 

栽
培
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た 

 

 

「
サ
ザ
ン
セ
ト
地
域
『
地
産
・

地
消
SHOP
』
ま
る
わ
か
り
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」
を
発
行
し
ま
し
た
！ 

 

ガイドブックデータ

読み取りQRコード 

大豆のほ場見学 
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柳
井
農
林
水
産
事
務
所
で
は
、
柳
井

地
域
に
お
け
る
農
林
水
産
業
の
担
い

手
の
減
少
・
高
齢
化
の
進
展
に
よ
る
労

働
不
足
の
対
応
と
し
て
、
農
閑
期
に
お

け
る
仕
事
を
創
出
し
、
農
業
従
事
者
の

所
得
向
上
に
よ
る
就
業
・
定
着
を
目
的

に
、
農
業
法
人
と
森
林
組
合
と
の
連
携

に
よ
る
『
半
農
・
半
林
』
に
令
和
2
年

度
か
ら
取
組
ん
で
い
ま
す 

一
方
、
農
業
法
人
が
実
施
で
き
る
事

業
は
、
農
協
法
に
お
い
て
制
限
さ
れ
て

お
り
、
林
業
に
つ
い
て
も
農
業
と
併
せ

て
行
う
も
の
と
さ
れ
、
法
人
組
合
員
の

所
有
山
林
の
受
託
作
業
な
ど
に
制
限

さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
従
業
員
を
労
務
と
し
て
提
供

す
る
こ
と
は
、
労
働
者
供
給
に
該
当
し
、

労
働
者
供
給
を
「
業
と
し
て
行
う
」
こ

と
は
、
雇
用
安
定
法
に
よ
り
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。 

こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
ク
リ

ア
す
る
た
め
、『
在
籍
型
出
向
』
に
よ

る
取
組
の
検
討
を
進
め
、
本
年
10
月

に
農
事
組
合
法
人
あ
い
さ
い
の
里
と

山
口
県
東
部
森
林
組
合
が
出
向
契
約

を
締
結
し
、
2
名
の
方
が
林
業
作
業

に
従
事
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
12
月

か
ら
『
半
農
・
半
林
』
に
取
組
む
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

柳
井
農
林
水
産
事
務
所
で
は
、
こ
の

取
組
を
通
じ
て
、
課
題
の
洗
出
し
、
改

善
方
法
の
検
討
等
を
進
め
、『
半
農
・

半
林
』
の
定
着
に
向
け
て
取
組
ん
で
い

き
ま
す
。 

※
『
半
農
・
半
林
』
に
関
す
る
お
問

合
せ
は
、
企
画
振
興
室
（
☎
０
８
２

０-

２
５-

３
２
９
１
）
ま
で
！ 

    
南
す
お
う
地
域
は
、
冬
季
の
日
照
時

間
が
長
く
、
温
暖
な
地
域
で
あ
る
こ
と

か
ら
県
内
で
も
有
数
の
い
ち
ご
産
地

で
す
。 

し
か
し
、
近
年
は
高
齢
化
に
よ
り
栽

培
者
数
が
激
減
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

新
た
な
い
ち
ご
就
農
者
を
確
保
す
る

た
め
、
令
和
5
年
度
い
ち
ご
研
修
生

の
募
集
を
開
始
し
ま
し
た
。 

募
集
方
法
と
し
て
は
、
農
業
情
報
サ

イ
ト
へ
の
掲
載
、
令
和
5
年
度
研
修

生
募
集
説
明
会
の
開
催
や
県
内
の
就

農
ガ
イ
ダ
ン
ス
へ
積
極
的
に
参
加
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
9
組
の
方
が

参
加
者
し
、
最
終
的
に
は
、
令
和
5
年

度
南
す
お
う
い
ち
ご
研
修
生
募
集
定

数
3
名
に
対
し
て
、
2
名
の
方
が
研

修
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

現
在
、
こ
の
2
名
は
、
い
ち
ご
の

作
業
を
体
験
中
で
、
い
ち
ご
部
会
の
方

か
ら
い
ち
ご
経
営
の
大
変
さ
や
楽
し

さ
、
や
り
が
い
を
聞
き
な
が
ら
、
こ
れ

か
ら
目
指
す
い
ち
ご
経
営
を
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
。 

Ｊ
Ａ
山
口
県
南
す
お
う
い
ち
ご
部

会
、
Ｊ
Ａ
山
口
県
、
関
係
市
町
が
一
体

と
な
っ
て
研
修
か
ら
就
農
後
の
定
着

ま
で
研
修
生
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
予
定

で
す
。 

 
 

 
                    

    

柳
井
大
島
地
区
農
業
士
会
で
は
、
毎

年
、
地
域
の
担
い
手
育
成
を
テ
ー
マ
に

研
修
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

本
年
度
は
、
周
南
市
熊
毛
町
の
新
規

就
農
希
望
の
研
修
生
受
入
事
例
の
視

察
と
、
周
防
大
島
町
の
新
規
就
農
者
と

の
情
報
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

研
修
生
受
け
入
れ
事
例
の
視
察
で

は
、
受
け
入
れ
農
家
が
技
術
の
研
修
だ

け
で
は
な
く
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、

ハ
ウ
ス
や
機
械
等
の
確
保
支
援
を
し

て
い
る
状
況
を
研
修
し
ま
し
た
。 

              

周
防
大
島
町
の
新
規
就
農
者
と
の

意
見
交
換
で
は
、
新
規
就
農
者
か
ら
、

農
事
組
合
法
人
あ
い
さ
い
の

里
と
山
口
県
東
部
森
林
組
合
が

出
向
契
約
を
締
結
～
柳
井
地
域

の
「
半
農
半
林
」
が
始
動
！
～ 

半
農
半
林
の
取
組
に
つ
い
て 

柳
井
大
島
地
区
農
業
士
会 

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た 

南
す
お
う
地
域
「
い
ち
ご
就
農 

希
望
者
」
募
集
中
！ 

大豆の栽培現場視察 

新規就農者と意見交換 

 

 

いちご作業体験中 
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農
地
の
確
保
、
住
む
家
の
確
保
、
倉
庫

や
出
荷
調
製
場
所
の
確
保
に
苦
労
し

た
が
、
農
家
研
修
の
指
導
農
家
の
お
か

げ
で
、
農
地
や
、
家
の
確
保
支
援
、
地

域
に
な
じ
む
き
っ
か
け
を
い
た
だ
き
、

非
常
に
よ
か
っ
た
と
、
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。 

             

農
業
士
か
ら
は
、
地
域
に
な
じ
む
た

め
に
は
、
地
域
の
人
か
ら
の
頼
み
事
、

お
誘
い
は
断
ら
ず
、
ま
ず
、
引
き
受
け

る
、
参
加
す
る
こ
と
が
大
切
と
い
う
ア

ド
バ
イ
ス
と
、
新
規
就
農
者
同
士
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
、
先
輩
と
な
っ
て

こ
れ
か
ら
就
農
す
る
後
輩
の
面
倒
を

み
て
い
た
だ
き
た
い
と
エ
ー
ル
が
あ

り
ま
し
た
。 

当
農
業
士
会
で
は
、
今
後
も
地
域
の

担
い
手
育
成
の
支
援
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。 

   
 

5
月
31
日
（
火
）
に
、
田
布
施
農

工
高
の
「
た
め
池
を
課
題
と
し
た
研

究
」
の
一
環
と
し
て
、
都
市
緑
地
科
3

年
生
6
名
と
担
当
教
諭
2
名
が
柳

井
農
林
水
産
事
務
所
に
来
所
し
、「
た

め
池
の
管
理
・
点
検
」
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。 

始
め
に
座
学
に
よ
り
、
当
所
農
村
整

備
部
職
員
か
ら
の
説
明
で
「
た
め
池
の

歴
史
や
そ
れ
を
取
巻
く
状
況
や
課
題
」

に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。 

              

そ
の
後
、「
防
災
重
点
農
業
用
た
め

池
」
で
あ
る
柳
井
市
余
田
の
『
井
戸
の

池
』
に
行
き
、「
堤
体
に
亀
裂
や
陥
没

し
て
い
る
箇
所
が
な
い
か
」
、
「
取
水

施
設
に
不
備
が
な
い
か
」
等
、
生
徒
と

職
員
が
共
に
た
め
池
の
点
検
を
実
施

し
ま
し
た
。 

 

こ
の
経
験
に
よ
り
、
生
徒
の
皆
さ
ん

の
防
災
減
災
の
意
識
が
高
ま
っ
て
行

く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 
 

                 

柳
井
農
林
水
産
事
務
所
管
内
で
の

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発

生
に
備
え
、
発
生
時
の
現
地
対
策
本
部

の
運
営
、
防
疫
作
業
に
つ
い
て
、
職
員

が
十
分
な
知
識
を
持
ち
、
万
が
一
の
発

生
時
に
迅
速
か
つ
的
確
な
防
疫
作
業

が
行
え
る
よ
う
に
標
記
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
所
長
挨
拶
の
後
、
全
体

研
修
で
は
、
国
内
外
の
発
生
状
況
、
発

生
時
の
防
疫
体
制
、
管
内
の
家
き
ん
飼

養
状
況
、
所
内
の
連
絡
体
制
や
役
割
分

担
の
説
明
が
各
担
当
か
ら
あ
り
、
そ
の

後
各
班
（
総
合
支
援
班
、
総
務
班
、
調

整
班
、
集
合
基
地
班
、
仮
設
基
地
班
、

消
毒
ポ
イ
ン
ト
班
）
に
分
か
れ
て
発
生

時
の
対
応
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
机

上
演
習
で
行
い
ま
し
た
。 

               

一
昨
年
度
は
18
県
52
事
例
、
昨
年

度
は
12
道
県
３０
事
例
と
近
年
は
大

流
行
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も

渡
り
鳥
が
飛
来
す
る
時
期
と
な
り
、
過

去
で
一
番
早
い
時
期
の
10
月
26
日

に
岡
山
県
の
初
発
生
後
、
既
に
11
月

8
日
時
点
で
4
道
県
6
事
例
の
発

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
エ
ン
ザ 

班
別
研
修
会
の
開
催 

座学による学習 

ため池点検の様子 

田
布
施
農
工
高
の
生
徒
が 

「
た
め
池
の
管
理
・
点
検
」 

 
 

 
 

 

に
つ
い
て
学
習 

 

 

 

研修生受け入れ農家の視察 

 

研修会の様子 
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生
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
家
畜
伝
染
性

疾
病
が
発
生
す
る
と
、
防
疫
措
置
に
よ

る
家
畜
の
殺
処
分
は
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
近
隣
の
家
畜
や
生
産
物
の
移
動
制

限
等
、
地
域
の
経
済
活
動
に
も
多
大
な

影
響
を
与
え
ま
す
。
畜
産
部
は
、
今
後

も
発
生
時
の
準
備
は
も
と
よ
り
、
飼
養

衛
生
管
理
基
準
遵
守
指
導
を
徹
底
し
、

発
生
予
防
に
努
め
、
畜
産
の
振
興
に
貢

献
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

   

昨
今
、
農
家
の
高
齢
化
、
担
い
手
不

足
等
に
よ
り
管
内
に
耕
作
放
棄
地
が

増
加
し
て
い
ま
す
。 

畜
産
部
で
は
、
耕
作
放
棄
地
を
解
消

し
、
農
地
を
守
る
た
め
に
、
山
口
型
放

牧
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

山
口
型
放
牧
と
は
生
産
条
件
が
不

利
な
水
田
、
耕
作
放
棄
地
な
ど
を
電
気

牧
柵
で
囲
い
、
牛
を
放
牧
す
る
方
法
で

す
。
生
い
茂
っ
た
雑
草
を
牛
に
食
べ
て

も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
重
労
働
で
あ
る

草
刈
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
も
に
、
農
地

の
復
元
や
隣
接
す
る
農
地
の
獣
害
被

害
低
減
効
果
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

本
年
度
は
、
柳
井
市
日
積
地
区
の
耕

作
放
棄
地
2
か
所
（
計
0.34

ha
）
で
実

施
し
ま
し
た
。
取
組
者
は
非
畜
産
農
家

の
方
で
し
た
が
、
当
部
は
、
放
牧
に
必

要
と
な
る
電
気
牧
柵
・
水
飲
み
場
の
設

置
や
、
日
々
の
放
牧
牛
の
管
理
に
つ
い

て
現
地
指
導
を
実
施
し
、
入
牧
か
ら
退

牧
に
至
る
ま
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

                        

牛
は
放
牧
に
慣
れ
た
牛
を
山
口
県

農
林
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
畜
産
技
術

部
か
ら
斡
旋
し
、
現
地
ま
で
運
搬
し
ま

し
た
。
放
牧
は
約
１
か
月
と
短
い
期
間

で
し
た
が
、
雑
草
に
覆
わ
れ
た
土
地
が

蘇
る
と
も
に
、
近
隣
の
住
民
や
子
供
た

ち
が
牛
を
見
に
来
る
な
ど
、
僅
か
な
が

ら
も
地
域
の
癒
し
に
貢
献
し
た
感
が

あ
り
ま
し
た
。 

山
口
型
放
牧
に
興
味
の
あ
る
方
は

当
部
（
☎
０
８
２
０-

２
２-

２
４
１

６
）
ま
で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 
 

  

周
防
大
島
町
大
字
西
安
下
庄
字
大

泊
地
区
で
は
、
令
和
2
年
7
月
に
発

生
し
た
豪
雨
災
害
に
よ
り
、
山
頂
部
付

近
か
ら
山
腹
崩
壊
が
発
生
し
、
み
か
ん

畑
が
被
災
す
る
と
と
も
に
、
大
量
の
土

砂
が
県
道
や
周
防
大
島
町
環
境
セ
ン

タ
ー
へ
流
出
す
る
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。 

当
時
の
気
象
デ
ー
タ
で
は
、
24
時

間
雨
量
二
０
０
ミ
リ
、
総
雨
量
三
０
０

ミ
リ
を
記
録
し
て
い
ま
す
。 

森
林
部
で
は
、
早
期
復
旧
に
向
け
て

治
山
ダ
ム
工
3
基
を
計
画
し
、
令
和

3
年
度
に
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。 

着
手
当
初
は
、
堆
積
し
た
崩
壊
土
砂

が
降
雨
の
た
び
に
上
流
か
ら
流
出
し
、

そ
の
都
度
浚
渫
す
る
な
ど
工
事
進
捗

に
大
き
な
支
障
を
来
た
し
ま
し
た
。 

令
和
4
年
度
に
入
り
、
工
事
は
順

調
に
進
捗
し
、
11
月
末
に
は
2
基
が

完
成
す
る
予
定
で
す
。 

残
る
１
基
は
令
和
5
年
度
に
施
工

す
る
計
画
と
し
て
い
ま
す
。 

 

                            

治
山
ダ
ム
施
工
中
で
す 

山
口
型
放
牧
を
利
用
し
て
、 

農
地
を
守
り
ま
せ
ん
か 

 

退牧時の状況 

（柳井市日積地区） 

 
  

  

山口型放牧の実施状況 

（柳井市日積地区） 

施工状況全景 完成間近の治山ダム 
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こ
れ
か
ら
冬
の
渡
り
鳥
が
飛
来
す

る
季
節
に
な
り
ま
す
。
死
亡
し
た
野
鳥

を
見
つ
け
た
ら
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

を
疑
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
ほ
と
ん
ど
が
別
の
原
因
（
建
物
や

車
と
の
衝
突
死
、
エ
サ
不
足
に
よ
る
衰

弱
死
な
ど
）
で
死
亡
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
理
由
は
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
感
染
し
や
す
い
野
鳥
は
限
ら
れ

て
い
る
か
ら
で
す
。 

感
染
し
や
す
い
野
鳥
は
ハ
ク
チ
ョ

ウ
や
オ
シ
ド
リ
な
ど
の
一
部
の
カ
モ

類
、
ハ
ヤ
ブ
サ
、
オ
オ
タ
カ
、
カ
イ
ツ

ブ
リ
、
ユ
リ
カ
モ
メ
な
ど
で
す
。
県
が

死
亡
野
鳥
を
回
収
し
て
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
の
検
査
を
行
う
の

は
、
鳥
の
種
類
や
死
亡
数
が
検
査
の
基

準
に
該
当
す
る
場
合
の
み
に
な
り
ま

す
。
詳
し
い
内
容
は
山
口
県
（
自
然
保

護
課
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。 

こ
の
た
め
、
死
亡
野
鳥
を
発
見
し
て

も
、
県
に
通
報
し
て
い
た
だ
く
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
心
配
な
場
合
は
岩
国

農
林
水
産
事
務
所
森
林
部
（
☎
０
８

２
７-

２
９-

１
５
６
７
）
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
死
亡
野
鳥
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

入
れ
て
き
ち
ん
と
封
を
す
れ
ば
、
一
般

廃
棄
物
と
し
て
処
分
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
野
生
の
鳥
獣
は
細
菌
や
寄
生

虫
を
持
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
の
で
、

注
意
が
必
要
で
す
。
処
分
す
る
際
は
素

手
で
触
ら
な
い
よ
う
注
意
し
、
も
し
触

っ
た
場
合
は
十
分
に
手
を
洗
う
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。 

      
 

 

   

柳
井
・
大
島
地
域
「
地
産
・
地
消
」

推
進
会
議
で
は
、
10
月
27
日(

木)

、

消
費
者
へ
の
産
地
の
取
組
等
の
理
解

促
進
と
、
消
費
者
目
線
で
の
情
報
発
信

を
図
る
た
め
、「
＃(

ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
）

ぶ
ち
う
ま
100
※
」
応
援
団
員
を
対
象

と
し
た
「
上
関
車
海
老
産
地
見
学
ツ
ア

ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
日
は
団
員
の
他
、
団
員
の
家
族

や
友
人
合
わ
せ
て
24
名
の
方
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。 

セ
ン
タ
ー
職
員
か
ら
ク
ル
マ
エ
ビ

養
殖
に
か
け
る
熱
い
思
い
を
聞
い
た

後
、
実
際
に
養
殖
池
か
ら
ク
ル
マ
エ
ビ

を
取
り
上
げ
る
様
子
を
見
学
。
さ
ら
に

取
り
上
げ
た
ば
か
り
の
ク
ル
マ
エ
ビ

を
セ
ン
タ
ー
職
員
が
刺
身
、
塩
焼
き
、

茹
で
エ
ビ
に
調
理
し
、
試
食
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
プ
リ
プ
リ
し
て
い

る
」
「
刺
身
の
甘
み
が
濃
い
」
「
こ
ん

な
に
美
味
し
い
エ
ビ
は
初
め
て
」
な
ど

の
声
が
あ
ち
こ
ち
か
ら
聞
か
れ
ま
し

た
。 ま

た
、
お
土
産
と
し
て
活
き
ク
ル
マ

エ
ビ
が
配
ら
れ
た
の
で
、
参
加
さ
れ
た

皆
様
の
ご
家
庭
で
も
同
じ
声
が
聞
か

れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。 

応
援
団
員
の
方
々
は
、
説
明
の
合
間

に
熱
心
に
た
く
さ
ん
の
写
真
を
撮
ら

れ
、
SNS
上
で
、
上
関
車
海
老
の
魅
力

を
発
信
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
、

ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。 

              

※
「
＃
ぶ
ち
う
ま
100
」
応
援
団 

モ
ニ
タ
ー
活
動
を
通
じ
た
県
産
農
林

水
産
物
の
フ
ァ
ン
の
拡
大
や
SNS
等
を

活
用
し
た
情
報
発
信
を
目
的
に
、
公
募

に
よ
り
結
成
さ
れ
た
地
産
・
地
消
応
援

団 

             

 
 

「
上
関
車
海
老
」
産
地
見
学 

ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た 

野
鳥
が
死
ん
で
い
る
の
を 

み
つ
け
た
ら 

 
 

 
 

 

＃ぶちうま100応援団員による

SNSへの投稿 

 
選別の方法を熱心に聞く参加者 

 


